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目的梁織品η劣イりこおいて見られる様々 な現象のひとつに、布抗酸悩肋ずある。その原

因として劣似こ伴う鰍卸〉俗持髄刻ヒカt考えられるが、染色や媒染も布のpHを仮下さ

せ、それによって劣イヒ例{躍されることも考えられるo材耽では、熱樹ヰ染色布のpH

に影響する要因として、織ヰと媒繍収潜類、失媒染・後媒染噛，、について諦ぺ、さら

に露泊こよる染色布のpHO凌(りこついて様すした。

方去種々の鴻酬と媒締jを用いて、綿およU精を染色媒染した。染色のみ、媒染

のみのほか、媒染→染色染色→媒染、染色→媒染→染色~I買により染色布を作

成した。キセノンランスこより動Eし、時閣御)pHを測定した。

躍染色布や媒染布のpHは末脚蹄はヒべて低く、総・媒溺御)pHによる影響防ず

認められた。これらU浦を露光するとpHはさらに低下し、そのぼFσ潤支は語講料媒染

斉l附議買などにより異なったo染色・媒駒瀬では、徽験を行った染色布が最も跡、pH

を示すと共に露泊こよる強妻ぽ下も最も大きくなったo


